
低水分ラップサイレージに対する飼料用エテルアルコール添加処理技術

(畜試 飼 料機械部 ・乳牛部)

1.背 景とねらい

ベールラッパは、不順天候下での作業性が高 く、これを利用 した半乾草での収穫調製は、収穫ロ

スが少なくt省 力的に良質のものを生産できるが、およそ水分20～40%域 ではサイレージ発酵に適

せずカビの発生が見 られ問題がある。 ‐

このため、牧草収穫調製時の水分20～40%域 でのカビ防止技術を確立 し、作業推進の円滑化と確

実な良質粗飼料確保を目的として、アルコール処理を実施 したので指導上の参考に供する。

2.技 術内容

1)ア ルコールの添加注入方法

(1)ト ラクターに ドラム缶をセットし、梱包時にピックアップ上部に噴霧する。

(2)ま た、ロールベエル作業時に添加処理できないときは、
十
均一処理はできなくなるがラップ

密封後に注入 しても高い効果を期待できる。 (表 1)

(3)処 理に適する牧車の水分はおよそ40%以 下である。 (表 1)

(4)ア ルコールの添加量は、現物量の2%と する。 (表 1)

2)ア ルコールの添加効果

(1)カ ビ発生を皆無とはなしえないがカビの広がりは小さく、大きいものでも径7cm程 度、

重量比 1%以 下と、発生重は極めて少ない。 (表 1)

(2)添加処理によりVBNが 少なくなり、良品質の粗飼料が確保できる。 (表2)

(3)注入法においては、5リットル程度の注入で低部まで達 し、低部のアルコール含量が高 くなっ

ているので下部分のカビ防止効果が高い。

(4)不 快臭がまったくなく、高品質で芳香性に優れ、取り扱い作業が快適に行える。

(5)家 畜の嗜好性、採食性が良い。 (表3)

(6)添 加処理飼料の給与は、体重の回復と泌乳の持続性が良い傾向にある。 (表4)

3)処 理費用

(1)200リットルの ドラム缶 (缶は返却)で 購入 した場合、215.7円/kg(166.7円/リットル)

(2)水 分 30%の 材料草にアルコール2%添 加では現物 l kg当たり4.16円、DM lkg当 たり

5.94円である。また水分 40%で 2%添 加は、DM lkg当 たり6.93円である。
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指導上の留意事項

)ア ルコールの購入には、通商産業局の工業用アルコール売渡承認を受けること。 (図1)

)ア ルコールは消防法の危険物に指定されているので使用と貯蔵には十分留意すること。

)注 入処理 した場合は、底部と中心部のアルコール濃度が高 くなっているので、飼料給与の際

は混合給与するように配慮すること。

)搾 乳前の給与では、アルコールが乳汁に分泌されるので、搾乳時を起点 として5時 間以内

のアルコール添加飼料給与を避けること。
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表 1  ア ル コー ル添加 処理 とカ ピ発生

表 2

注 :

V

表 3  ア ル コー ル添加 処理 飼料 の採 食性 (パ ドックでの採 食状 況 )

表 4
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